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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年9月19日(2013.9.19)

【公開番号】特開2012-66026(P2012-66026A)
【公開日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2010-215680(P2010-215680)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/107    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/11     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/10    ３００Ｄ
   Ｇ０６Ｔ   7/20    ３００Ａ
   Ａ６１Ｂ   5/10    ３１０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/01    ３１０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月9日(2013.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　支援画面生成部２５は、動作姿勢評価部２３から、各関節ごとの評価結果を取得し（ス
テップＳ９１）、各関節の距離が所定の閾値以上となるか否かを判定する（ステップＳ９
２）。各関節ごとの評価結果は、先に述べたように、式（２），（３）などにより求めら
れる、右手首関節や右ひじ関節などの各関節の距離に相当するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
　このようにして、動作姿勢認識処理が実行され、画像取得部４１から入力される画像デ
ータから、各部位ごとの関節角が求められると、ステップＳ１１４において、学習部４２
は、所定のジェスチャにより認識される一連の入力動作が終了したか否かを判定する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　ステップＳ１１４において、一連の入力動作が終了していないと判定された場合、処理
は、ステップＳ１１２に戻り、上述したステップＳ１１２乃至Ｓ１１４が繰り返され、画
像取得部４１によって、次のフレームとなる入力画像が順次取得される。続いて、順次取
得される入力画像に対して、学習部４２による動作姿勢認識処理が実行され、画像取得部
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４１から順次入力される画像データから、各部位ごとの関節角が時系列で求められる。
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